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研究の概要

近赤外領域で観測される倍音、結合音の強度は、赤
外域に観測される基本音の吸収に比べて２桁から３
桁も低く、決して高感度とは言えない。このため近
赤外分光法は微量サンプルの測定には向かないと言
わざるを得なかった。そこで我々は表面プラズモン
共鳴（SPR）を用いて倍音、結合音の吸収を増強さ
せる方法として表面増強プラズモン近赤外分光法
（SPR-NIRS）を開発している。

・SPRを簡単に実現するため、ケミカルセンサーなど
によく使用されるKretschmann配置と呼ばれる内部反
射配置の光学系を構築。
・この光学系を用いて、NIR吸収スペクトルの増強や
NIR屈折率スペクトルの決定に成功。
・本研究で開発したSPR-NIRS分光法では、ATR測定法
に比べて、１００倍の感度を実現。

分析化学以外の観点でも、例えば通信の分野などで高効率な光変換システム
として応用も期待できる。
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SPI-NIRS分光装置の模式図
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